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春日4丁目平砂トンネル前 朝８時３０分頃

3

乱横断への取り組み

4

警察庁の取り組み 神戸市の取り組み
参考：読売新聞オンライン,2021,危ない歩行者に「レッドカード」…日時・場所と名前記入、警
官が手渡す

https://www.yomiuri.co.jp/national/20210925-OYT1T50106/

参考：警察庁,2023,横断歩道は歩行者優先です
https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/oudanhodou/info.html

〈筑波大学内の現状〉

・筑波大学周辺で危険な乱横断が至る箇所でよく見られる。

・筑波大学内の交通手段が多様であることから、

大きな事故に繋がる危険がある。

筑波大学周辺での乱横断の多発

筑波大学内の交通問題として取り上げるべきだと考えた

1
研究の背景

5

乱横断に着目して

筑波大生の移動中の危険を減らす

研究目的

1
背景・目的

そのための策の提案
6
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既存研究からわかること

2 事前調査

※サンプル数が少なく、期待値が5を下回る選択肢は除外されている

都市内道路における乱横断発生要因と抑制策に関する分析 P  A_156
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jste/8/2/8_A_149/_pdf/-char/ja7

乱横断の定義

横断歩道のないところ（道路標識のないところ）での

歩行者と自転車の車道の横断や道路標識を無視した横断

注1)自転車は車道の交差部では車両、単路部では歩行者と同様の扱い

注2)ただし道路交通法等に配慮した上でのものとする

2 事前調査

8

目的
筑波大学内での乱横断についての情報を基に

乱横断が多く見られる箇所を訪れ、

実際に乱横断をする人がいるかについての

現状把握と特徴の分類を目的とした。

結果
大学内のいくつかの地点で

危険な乱横断が発生していることが分かった。

2 事前調査

現地調査
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大学病院5

大学会館前2

第３エリア前1

大学会館東側7

陸上競技場東4

天久保２丁目平砂入口8

バス停

複雑なT字路

境界

2 事前調査

調査箇所

調査した箇所は

右図の８箇所

10

1

4

6

2

3

平砂トンネル6

大学中央

目的
筑波大学内での乱横断についての情報を基に

乱横断が多く見られる箇所を訪れ、

実際に乱横断をする人がいるかについての

現状把握と特徴の分類を目的とした。

結果
大学内のいくつかの地点で

危険な乱横断が発生していることが分かった。

2 事前調査

現地調査

11

2 事前調査

目的
学内の横断歩道の管理所在はどこなのか？

調査結果
・一部を除いた大学内のすべての施設を

施設部が管理しているため、

ほぼすべての横断歩道は施設部が管理している。

・横断歩道の新設事例はあるが、

検討の末新設を断念した事例もある。

ヒアリング調査
調査日：11/06  10:30~11:15

施設部施設企画課

山田慶一様 西川喜一郎様

12

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jste/8/2/8_A_149/_pdf/-char/ja
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3-2

アンケート調査

学生たちが感じている「大

学内の潜在的危険箇所」

はどこか？

２つの現状分析

3
現状分析

3-1

事故データ分析

私たちが選んだ

乱横断箇所では事故が

起きているのか？

13

私たちが選んだ乱横断箇所で事故が起きているか

調べるために、交通事故データ直近6年分を

学生生活課様から頂き、分析した。

3
現状分析

3-1 事故データ分析

＊駐車場内の事故の件数は

今回の調査とは関係ないため含めない。

n=113 ​

3
現状分析

14

「乱横断に関係する事故は事故件数が少ない」

という性質上、今回の箇所とは一致しなかった。

3
現状分析

3-1 事故データ分析

乱横断に関係しうるデータ

緑（自動車と自転車の事故）

黄（自動車と歩行者の事故）のみ表示

3
現状分析

n=9 ​ 15

事故がない場所＝安全なのか？

事故が起こっている場所だけを見ていたら

見逃している危険があるのでは？

3
現状分析

3-1 事故データ分析
乱横断に関係する事故は少なかった

しかし、事故自体が珍しい事象である

16

3
現状分析

3-2 アンケート調査
＜目的＞
学生たちが大学内で「潜在的危険箇所」だと

感じる場所はどこか調べる

＜調査方法＞

ヒヤリハットを感じたことがある場所を
グーグルマイマップを用いて
地図上にマークしてもらう

赤：付近に事故データあり

青：付近に事故データなし

黒：大学敷地外 17

3 現状分析

3-2 アンケート調査
事故データとの一致率は 約50％ ( 10 /20 ) ​

→事故がなくても潜在的危険性を感じる

場所が10件

赤：付近に事故データあり

青：付近に事故データなし

黒：大学敷地外

①第3エリア前バス停

④陸上競技場東

⑦大学会館東側

においては

危険を感じたことがある

という回答が挙がった。

①

⑦

けや木通り

この道を通るたびに、ど
うすれば車に轢かれずに
進めるだろうかと考える。
歩行者専用道路は背が高
すぎるし、ゼブラ横断歩
道もないが、必要不可欠
な通り道だ。

18

④
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3
現状分析

現状分析を受けて

事故が起きていない＝安全 ではない

１

29

30

…重大事故

…軽微な事故

…ヒヤリ・ハット

件

件

件

ハインリッヒの法則とは
重大事故 の裏 に 潜 む ヒ ヤ リ ハ ッ ト を 把 握

す る 重 要性 を 説 い た 法 則

19

１

29

30

0

件

件

件

事故が起こっている場所よりも

「危険を感じたことのある場所」に注目

潜在的危険性がある可能性が高い乱横断について調査

3
現状分析

現状分析を受けて
事故が起きていないからこそ危険性が認識されていない場所がある

事故が多発する場所については

ファーストイヤーセミナーなどで周知されている

ヒヤリハットがある場所では、将来的に重大事故が

起こるリスクがあるので 予防的対策が必要

乱横断そのものの危険性が

十分認識されていない現状＋

20

4 本調査

乱横断の実態把握を目的とし、定量的な調査を実施。

21

予備調査を行った場所では重大事故のリスクはないのか？

21

バス停

複雑なT字路

境界

4 実態調査

渡りたい場所に

横断歩道がない…

乱横断のタイプ分類

22

・特徴 バスを降りた直後の乱横断

・横断歩道 近くにあるが使わない

・原因 「他の人もやってるから」

バス停

複雑なT字路

境界

4
実態調査

タイプごとの特徴

・特徴 複雑なT字路部分での乱横断

・横断歩道 無いor場所が分かりにくい

・原因 どこを渡れば良いか分かりにくい

・特徴 大学の出入口部分での乱横断

・横断歩道 無いor遠い

・原因 大学敷地内外の接続が悪い

23

本調査の箇所

24

1

4

6

4 実態調査

バス停前：①第三エリア前

➢利用者数が多い

複雑なT字路：④陸上競技場東側

➢横断歩道が交差点から遠く、

歩行者が通行しにくい

境界：⑥平砂トンネル周辺

➢事前調査の段階で乱横断が多かった

予備調査による分類を踏まえ3箇所を選定
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4 実態調査

本調査の調査項目

乱横断する人の人数

（車が付近を通過している

タイミングでの横断者も

カウント）

車と自転車の交通量

→ともに事故リスクに

大きな影響

車の速度

→速いほど重大事故に

なりやすい

25

調査結果
（乱横断）

26

調査場所
乱横断した人

（①）
横断した人全員

（②）
乱横断率
(①/②)

第三エリア前バス停 55 60 .917

平砂トンネル 201 216 .931

陸上競技場東 0 0 ──

調査日時
第三エリア前バス停：11/24（金）
平砂トンネル：12/1（金）
陸上競技場東：12/8（金)
時刻はいずれも8:15~8:45

調査結果
（交通量、車の速度、交錯数）

27

調査場所
交通量
（車）

車との交錯数
交錯率

(交錯数/乱横
断数)

車の
平均速度
(km/h)

第三エリア前バス
停

10秒に1台 26 0.472 50

平砂トンネル 16秒に1台 24 0.119 55

陸上競技場東 13秒に1台 ── ── 49

調査日時
第三エリア前バス停：11/24（金）
平砂トンネル：12/1（金）
陸上競技場東：12/8（金)
時刻はいずれも8:15~8:45

調査のまとめ

4 実態調査

• 第3エリア前と平砂トンネル前では9割以上の人が乱横断

• 車と歩行者・自転車の交錯数も多い

→衝突事故が起こる危険性がある

• 一方、陸上競技場東側では乱横断なし

• 多くの車が制限速度以上 (約50km /h)で走行

→衝突事故の致死率が30km /h走行時の8倍であり危険

28

それぞれの危険性

4 実態調査

・乱横断箇所がバラバラ

・交通量が多い

第３エリア
バス停前

陸上競技場東

平砂
トンネル前

・バス利用者の大半が乱横断

・車の死角となるバスの裏からの乱横断

・車や自転車の交錯点が多く動線が複雑

29

調査から考えられる対策

バス停・境界

歩行者・自転車の適切な動線が出来ていないため危険

→横断歩道の設置が対策の中心に

5 対策

第３エリア
バス停前

陸上競技場東

平砂
トンネル前

複雑なT字路

車と自転車の動線が煩雑であり危険

→ラウンドアバウトの設置が対策の中心に

30
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横断歩道設置場所の具体例 6

31

5 対策 平砂トンネル

横断歩道新設箇所

平砂トンネル

32

第三エリア前バス停

それぞれの経路でバス停か
らF棟までかかる時間

乱横断をするとき
56秒

提案箇所で横断する時
1分13秒

現在の横断歩道を利用して
渡る時

2分12秒

新設する横断歩道

現在の横断歩道 33

デザイン性のある横断歩道

https://gigazine.net/news/20171003-3d-
crosswalk/#google_vignette
かえで通り - Google マップ

https://trafficnews.jp/post/82301

34

境界・バス停の横断歩道設置による効果

平砂トンネルの横断歩道

• 横断箇所の集約化

• 車から見た歩行者・自転車の動線が分かりやすくなる

第三エリア前バス停の横断歩道

• 歩行者の横断箇所を明確に車に示す

• 車の速度を落とさせ、歩行者優先度を高める

• 車いすの人なども渡りやすくなる

• 第三エリアの入り口としての動線の円滑性とシンボル性

5
対策

35

改善策の提案 陸上競技場東側

36

https://gigazine.net/news/20171003-3d-crosswalk/#google_vignette
https://gigazine.net/news/20171003-3d-crosswalk/#google_vignette
https://www.google.com/maps/@36.1098331,140.0987461,3a,75y,351.81h,86.08t/data=!3m7!1e1!3m5!1sSJ5I_a9rv_KzABQl30lx8g!2e0!5s20170301T000000!7i13312!8i6656?hl=ja&entry=ttu
https://trafficnews.jp/post/82301
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37

複雑なT字路
ラウンドアバウト

ラウンドアバウト化

※外径は30ｍ

ラウンドアバウト化により期待できる効果

・変則的なT字路からラウンドアバウトへの変更により

車の動線が分かりやすくなる

• 合流部での車の速度低下

→安全性の向上

• 横断歩道、自転車用の矢印の設置により歩行者、

自転車の動線が分かりやすくなる

• 大学の入り口のランドマークとしての機能

5
対策

38

6
まとめ・今後の展望

潜在的危険性がある可能性が高い

乱横断について調査した

乱横断は危険である ＋
事故データからは見つからない

潜在的な危険

39

6
まとめ・今後の展望

横断歩道

バス停 複雑なT字路境界
特徴：

バス降車をしてからの

乱横断が多い

特徴：

利用者の動線が横断歩道

と

あっていない

特徴：

車と自転車の動線が

わかりにくい

ラウンドアバウト

40

今後の課題

・昼・夕方などの時間帯での実態調査

・車へのアプローチ

・「乱横断が危険」という意識の薄さへのアプローチ

・「潜在的な危険」のある場所を見つけるためのアプローチ

41

6
まとめ・今後の展望

謝辞

ヒアリング調査

施設部施設企画課
山田慶一様 西川喜一郎様

事故データ提供

調査協力者学生部学生生活課学生支援チーム係長
谷本昌弘様

42
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